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1. はじめに 

 吃音者は遅延聴覚フィードバック（DAF）条件下で発話すると吃音が減少することが知られており、古く

から DAF は吃音訓練で使用されてきた。一般に吃音訓練効果の日常への般化は困難なため、近年は小型の

DAF 装置が開発されてきた。それにともない、携帯型 DAF 装置の有効性に関する研究が報告されているが、

それは訓練室内の発話によるものが多く（Van Borselら，2003；Stuartら，2004）、日常の発話場面のデータ

からその有効性を示した研究は少ない。また装用終了後の効果の維持ついては、日常の発話場面データを

元にした報告はなく、今後のデータの蓄積が必要と考えられる。本研究では日常の発話困難場面での携帯

型DAFの継続的使用効果、ならびに継続使用終了後の経過を詳細に観察した1症例について報告する。 

2. 方法 

 耳掛け型DAF装置を用いた。6ヶ月間毎日15分以上の装用と週2回の電話場面での発話録音を依頼した。

月に1回面接を行い、DAFなし／あり条件下の発話を録音した。半年後には装用を終了したが、装用期間と

同様週2回の電話場面の録音と月1回の面接を半年間行った。この間通常の外来で1〜2ヶ月に1度のセラ

ピーを行っているが般化訓練は施行していない。 

3. 結果と考察 

①面接場面：装用期間中、非装用時／装用時とも徐々に吃症状が減少した。装用終了後も、吃頻度は装用

期間後半と同程度であった。 

②日常の困難場面：面接場面と同様、装用期間中徐々に吃頻度の減少が認められた。装用終了後は多少吃

頻度が増加したが、装用期間前半よりは少なく、部分的に装用期間中の効果の維持が認められた。 

③自己評価：装用期間中の装用・訓練効果、さらに装用終了後の効果の維持も強く認められた。 

④発話速度と吃頻度：装用期間中、発話速度と吃頻度が平行して減少した。装用終了後は発話速度が上昇

したものの、吃頻度は比較的低いままであった。 

4. 結論 

 面接・困難場面ともに DAF の継続使用効果が認められた。装用終了後の効果の維持も認められたが、困

難場面ではその効果は弱かった。発話速度との関係から、DAFの訓練効果に速度低下以外の要素が含まれる

可能性が示唆された。 
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